	審査員は、何が優れているとして最優秀賞を授けたのか明らかでありません。しかし、これが現今の病める病院QCサークルの典型的な姿なのです。病んでいるのは患者ではなく、病院なのです。誤った指導を受けて、サークルは偽りに満ちた「ウソ話」を発表し、審査員も本来の役目を果たしていません。
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どのようにして「ウソ話」が出来上がって行くのか、どのようにして「ウソ話」を見抜けばよいか、という観点から解説しよう。

	１．テーマ：　「洗浄方法の見直し」


　「洗浄方法の見直し」とは、何とも不思議なテーマ名です。何のために何の洗浄を見直して、どういう効果を得る話なのか、さっぱり分からないのです。　普通なら、「食器洗浄の洗浄度の改善」とか、「食器の洗浄時間の短縮」とかの名称になると思われますが、ここに、最初の第一歩から「不審な言動」が見られます。なぜ、不審な言動になったのか？
人間は「ウソ話」を作るとき、無意識にどこかに不審な点を作ってしまうのです。本件の場合、何をごまかそう、あるいは隠そうとして不審なテーマ名になったか？　実はそれが分かってしまうと、「テーマ選定理由」で述べることがなくなって不都合なのです。つまり、「何のために何の洗浄を見直して、どういう効果を得る話なのか」は、「テーマ選定理由」のところに書いてある。
　そのために、テーマ名から「肝心な点」を抜き去ったのです。その結果、テーマが「洗浄方法の見直し」という「もぬけの殻」になったのです。
　では、その「テーマ選定理由」を読んでみよう。
	２．「テーマ選定理由」
[bookmark: _GoBack] 　中央材料室（以下、中材）で実施している洗浄方法は、各部署から回収した使用済み器材をウォッシャー・ディスインフェクター（WD）で洗浄後、更に超音波洗浄装置（US）で洗浄を行っている。
 　今回の活動の原点は、「一次洗浄を中材で実施するようになったが、こんなに洗浄が必要なのだろうか？」等の普段の業務の中から感じている疑問からであった。そこで従来の方法を見直し、効率的かつ質の高い洗浄方法を確定したいと思いこのテーマを選定した。


1.患者の選定はない。
	病院の外来で多数の新患が待っているとき、あれこれと理由を探して１名の患者だけを選定し、残りの患者はお帰り願うというのは、奇異な行為として社会的な非難を浴びるはずです。　なぜ、病院のQCサークルは、あれこれと理由を探して１つのテーマだけ選定し、残りのテーマは放置するのでしょうか？　これを奇異な行為と思わないのは、なぜだろうか？
それは、発表するテーマが１個だから、活動するテーマも「当然に１個だけ」と考えているからです。そこに間違いがあるのです。正しくは、活動するテーマは選定せず、発表テーマは１個だけ選定する。
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2.選定理由ではなく、テーマの内容を書いている。
ここに書いてあることは、要するに、「使用済み器材の洗浄の効率化」と書けば済むことを引き伸ばして書いているのです。
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